
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
職
務
著
作
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法

長

塚

禁
-， 

真

は
じ
め
に

619ソフトウェアの職務著作に関するフランス法

一
、
フ
ラ
ン
ス
法

二
、
日
本
法
と
の
比
較

お
わ
り
に

は
じ
め
に

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
の
は

一
九
八
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
際
、
職
務
著
作
に
か
か
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
権
の
帰
属
に
関
す
る
特
別
規
定
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
施
行
は
一
九
八
六
年

一
月
一
日
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
既
に
一
一
年
が
経
過
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
当
該
特
別
規
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
詳
し

く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

そ
こ
で
、
本
稿
は
、

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
職
務
著
作
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
特
別
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
制
定
の
経
緯
お
よ
び
解
釈
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を
紹
介
し
、

こ
の
問
題
|
特
に
、
著
作
者
の
権
利
の

日
本
法
(
著
作
権
法
一
五
条
二
項
お
よ
び
同
条
一
項
)
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

帰
属
に
つ
い
て

l
を
め
ぐ
る
議
論
の
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

真塚

(註
l
)

わ
ず
か
な
が
ら
言
及
が
あ
る
も
の
は
、
小
泉
直
樹
「
知
的
財
産
と
法
人
の
権
利
」
民
商
法
雑
誌
一

O
四
巻
四
・
五
号
(
一
九
九
三
年
)
五

O
三

頁
以
下
、
千
野
直
邦
「
法
人
著
作
の
概
念
!
世
界
の
著
作
権
法
に
見
ら
れ
る
こ
つ
め
潮
流
」
『
半
田
正
夫
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
民
法
と
著
作
権

法
の
諸
問
題
」
(
法
学
書
院
、
一
九
九
三
年
)
五
一

O
頁
以
下
。
な
お
、
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
法
人
著
作
」
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る

特
集
と
し
て
、
前
掲
民
商
法
雑
誌
四
八
九
頁
以
下
。

長

一、

フ
ラ
ン
ス
法

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
著
作
者
の
権
利
の
帰
属
|
原
則
|

フ
ラ
ン
ス
知
的
財
産
法
典
「
H
H
H
l
H

条
一

項
は
「
精
神
の
産
物
た
る
著
作
物
の
著
作
者
は
、
そ
の
著
作
物
に
関
し
て
、
自
己
が
創

作
し
た
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
り
、
排
他
的
で
か
っ
す
べ
て
の
者
に
対
抗
し
得
る
無
形
の
所
有
権
を
享
有
す
る
。
」
と
規
定
す
る
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
著
作
者
の
権
利
も
、

1 

、，..
'-

れ
が
著
作
者
の
権
利
の
原
始
的
帰
属
に
関
す
る
原
則
で
あ
り
、

実
に
創
作
を
な
し
た
者
に
発
生
し
、

こ
れ
に
従
っ
て
、
現

こ
の
者
に
原
始
的
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
他
人
が
創
作
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
複
製
し
て
販
売
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
著
作
者
の
権
利
の
う
ち
財
産
的
権
利
の

移
転
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
戸
・
H
ω
H
l
N
条
一
一
項
に
従
い
、
移
転
に
関
す
る
契
約
は
文
書
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
「
H
2
1
ω

条
一
項
に
よ
れ
ば
、
財
産
的
権
利
の
移
転
は
「
譲
渡
さ
れ
る
各
権
利
が
譲
渡
証
書
に
お
い
て
明
確
な
記
載
の
対

か
つ
、
譲
渡
さ
れ
る
権
利
の
利
用
の
範
囲
が
、
そ
の
限
界
と
目
的
、
お
よ
び
場
所
、
な
ら
び
に
期
間
に
関
し
て
定
め
ら

象
と
な
り
、

れ
る
と
い
う
条
件
に
従
う
」
。
こ
の
よ
う
に
、
著
作
者
自
身
が
文
書
で
明
確
に
合
意
し
た
利
用
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
、
財
産
的
権
利



の
移
転
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
作
者
か
ら
、
あ
る
利
用
範
囲
に
つ
い
て
財
産
的
権
利
の
移
転
を
受
け
た
こ
と
を
主
張
し
ょ

う
と
す
る
者
は
、

そ
の
利
用
範
囲
を
明
確
に
一
記
載
し
た
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
的
財
産
法
典
「

ロ
ω
l
∞
条
一
項
l
特
別
規
定
ー
の
制
定
の
経
緯

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
著
作
物
と
し
て
保
護
す
る
以
上
、
そ
れ
に
関
す
る
財
産
的
権
利
の
移
転
は
、
上
記
の
よ
う
な
原
則
に
従
う
こ
と

つ
ま
り
、
従
業
者
が
職
務
上
創
作
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
、
使
用
者
や
そ
の
取
引
相
手
の
企
業
が
商
業
的
に
利
用
す
る
際

2 
と
な
る
。

621ソフトウェアの職務著・作に関するフランス法

に
も
、
著
作
者
と
こ
れ
ら
の
企
業
と
の
間
で
、
契
約
等
の
合
意
に
よ
っ
て
権
利
関
係
を
細
密
に
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
業
者
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
を
職
務
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
給
与
を
得
て
い
る
よ
う
な
場
合
に

は
原
則
は
妥
当
せ
ず
、
企
業
に
権
利
を
帰
属
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。
し
か
し
、
既
存
の
著
作
権
法
制
は
、
以
下

に
見
る
よ
う
に
、
企
業
の
望
む
解
決
を
用
意
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ω
フ
ラ
ン
ス
著
作
権
法
に
は
も
と
も
と
、
従
業
者
の
職
務
上
の
著
作
物
一
般
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
権
利
の
原
始
的
帰
属
を
認

め
る
特
別
規
定
が
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
、

円、
.
H
H
H
l
H
条
三
項
は
「
精
神
の
産
物
た
る
著
作
物
の
著
作
者
に
よ
る
請
負
契
約
ま
た
は
労

働
契
約
の
存
在
ま
た
は
締
結
は
、
(
同
条
l
筆
者
註
二
項
で
認
め
ら
れ
る
権
利
の
享
有
に
何
ら
の
例
外
を
も
設
け
る
も
の
で
は
な
い
」

と
定
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
著
作
者
の
権
利
は
従
業
者
に
発
生
す
る
が
、
従
業
者
が
職
務
の
範
囲
内
で
創
作
す
る
全
て
の
著
作
物
の
財
産
的
権
利
は
、

労
働
契
約
の
効
果
に
よ
り
、
使
用
者
の
企
業
活
動
に
必
要
な
範
囲
で
、
当
然
に
(
自
動
的
に
)
使
用
者
に
移
転
き
れ
る
と
説
く
有
力
な

見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
黙
示
の
移
転
の
理
論
と
称
き
れ
、
当
事
者
間
の
衡
平
な
ど
を
そ
の
根
拠
と
す
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

使
用
者
は
、
労
働
契
約
の
存
在
を
-
証
明
す
る
だ
け
で
、
財
産
的
権
利
の
移
転
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
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黙
示
の
移
転
の
理
論
に
従
っ
た
判
例
は
、
一
九
五
七
年
法
立
法
の
前
後
を
通
じ
て
数
多
く
あ
る
が
、
破
鍛
院
は

一
貫
し
て
こ
れ
を

退
け
、
円
、
.
H
H
H
l
H

条
三
項
の
文
理
に
忠
実
な
判
決
を
下
し
て
い
る
。

真

以
上
の
よ
う
な
学
説
・
判
例
状
況
の
下
で
は
、

ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
財
産
的
権
利
を
使
用
者
が
原
始
的
に
取
得
す
る
ど
こ
ろ
か
、

黙
示
の
移
転
さ
え
も
認
め
ら
れ
ず
、
結
局
は
原
則

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
制
作
を
目
的
と
し
た
労
働
契
約
が
存
在
す
る
場
合
で
も
、

ソ
フ

塚長

通
り
の
解
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う。

ω
一
九
五
七
年
法
は

「集
合
著
作
物
」
の
権
利
の
帰
属
に
関
す
る
特
別
規
定
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
知
的
財
産
法
典
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
。
ヤ
ロ
ω
1
N
条
三
項
は
、
「
自
然
人
ま
た
は
法
人
の
発
意
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
る
著
作
物
で
そ
の
指
示
と
そ
の
名
の
下

そ
の
作
成
に
参
加
す
る
異
な
る
著
作
者
の
個
々
の
寄
与
が
、
そ
の

に
出
版
し
、
発
行
し
、

お
よ
び
公
表
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、

実
現
き
れ
る
全
体
に
つ
い
て
各
著
作
者
に
個
別
の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
く
、
そ
の
寄
与
の
作
成
の
目
的
で
あ
る

全
体
の
中
に
融
合
し
て
い
る
も
の
は
、
集
合
著
作
物
と
い
う
。」
と
定
め
る
。
ま
た
、
「

ロ
ω
l
切
条
は
、
「
集
合
著
作
物
は
、
反
対
の
証

拠
が
な
い
限
り
、
集
合
著
作
物
が
そ
の
名
の
下
に
公
表
さ
れ
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
の
所
有
に
属
す
る
。/
二
項
こ
の
自
然
人
ま
た

は
法
人
は
、
著
作
者
の
権
利
を
付
与
さ
れ
る
。」
と
定
め
る
。
従
っ
て
、
使
用
者
が
、
従
業
者
に
よ
り
職
務
上
創
作
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
?
ロ
ω
l
N
条
三
項
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
立
証
で
き
れ
ば
、
こ
れ
に
関
す
る
著
作
者
の
権
利
は
、
財
産
的
権
利
も
著
作
者
人

格
権
も
、
使
用
者
に
原
始
的
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
著
作
権
法
で
は
、
実
際
に
創
作
行
為
を
し
な
い
者
に
著
作
者

の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
集
合
著
作
物
の
場
合
に
お
い
て
の
み
例
外
的
に
許
容
さ
れ
て
い
る
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
集
合
著
作
物
の
要
件
を
満
た
す
場
合
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
判
示
し
た
判
例
も
、

た
し
か
に
、

一
九
八
五
年
法

制
定
の
前
後
を
通
じ
て
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

一
九
八
四
年
六
月
二
七
日
の
パ
リ
大
審
裁
判
所
判
決
は
、
二
三
人
の
従
業
者
が
職
務

上
開
発
し
、
企
業
の
名
で
公
表
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
転
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
集
合
著
作
物
で
あ
る
と
戊
凶
。

し
か
し
、
集
合
著
作
物
の
主
張
を
す
る
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
が
使
用
者
の
発
意
に
基
づ
い
て
開
始
さ
れ
、
複
数
の
従
業
者



が
特
殊
な
態
様
で
制
作
に
参
加
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
使
用
者
の
名
で
「
出
版
し
、
発
行
し
、
お

よ
び
公
表
」
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
企
業
に
と
っ
て
は
不
都
合
で
あ
っ
た
。
最
後
の
点
に
つ
い
て
、
「
出
版
し
、
発
行
し
、

お
よ
び
公
表
」
す
る
こ
と
が
著
作
物
の
複
製
物
を
多
数
生
産
し
公
衆
に
伝
達
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は

必
ず
し
も
公
衆
へ
の
伝
達
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
企
業
秘
密
と
さ
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
著
作
者
の
権
利
の
う
ち
財
産
的
権
利
を
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
の
金
銭
的
リ
ス
ク
を
負
う
(
完
成
し
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
か
ら
妨
げ
な
く
利
益
を
あ
げ
る
べ
き
)
企
業
に
帰
属
き
せ
る
た
め
、

一
九
八
五
年
法
の
中
に
「
反
対
の
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

623ソフトウェアの職務著作に関するフランス法

一
人
ま
た
は
二
人
以
上
の
従
業
者
に
よ
り
そ
の
職
務
の
執
行
の
結
果
創
作
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
使
用
者
の
所
有
に
属
し
、
著

作
者
に
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
権
利
も
、
使
用
者
に
帰
属
す
る
」
と
い
う
特
別
規
定
(
四
五
条
一
項
)
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
規
定
は
、
著
作
権
法
の
中
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
し
て
だ
け
「
工
業
所
有
権
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
特
許
法

(
F
O
H
コ0
8
1
H
含
ど
g
i
R
5
0∞
)
一
条
の
三
(
知
的
財
産
法
典
F
E
H
l
寸
条
)

務
発
明
の
場
合
の
解
決
を
参
考
に
し
つ
つ
規
定
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
、
職

特
に
、

そ
の
要
件
は
、

一
方
で
そ
の
効
果
は
、
集
合
著
作
物
に
関
す

る
一
九
五
七
年
法
一
一
二
条
(
知
的
財
産
法
典
ヤ
ロ
ω
l
m
条
)
と
ほ
ぼ
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

一
九
九
二
年
に
知
的
財
産
法
典
円
、
.
口
ω
l
∞
条
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
こ
れ
に
前
後
し
て
、

年
五
月
一
四
日
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護
に
関
す
る
共
同
体
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
が
採
択
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
著

一
九
九
四
年
五
月

一
O
日
の
法
律
に
よ

っ
て
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正

一
九
八
五
年
法
四
五
条
は
、

一
九
九

作
権
法
は
、

共
同
体
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
に
適
合
す
る
よ
う
、

を
経
て
現
行
の
戸
・

HHω
1
∞
条
一
項
が
あ
る
。

円、
.
H
H
ω
l
∞
条
一
項
は
、
「
反
対
の
旨
の
規
約
の
定
め
ま
た
は
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
一
人
ま
た
は
二
人
以
上
の
従
業
者
に
よ
り
、

そ
の
職
務
の
執
行
の
結
果
ま
た
は
そ
の
使
用
者
の
指
示
に
従
っ
て
創
作
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
そ
の
設
計
資
料
に
関
す
る
財

産
的
権
利
は
、
使
用
者
に
帰
属
し
、
使
用
者
の
み
が
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、

共
同
体
デ
ィ
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レ
ク
テ
ィ
ヴ
二
条
三
項
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
で
あ
る
。

真

3 

円、
.
H
H
ω
l

匂
条
一
項
の
解
釈

塚

、』，
噌

a
A(
 

、‘，
，J
--a--

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
創
作
で
あ
る
こ
と

要
件

長

ま
ず
、

F
・H
Z
I
@
条
一
項
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、

一
九
九
四
年
法
に
よ

り
共
同
体
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
一
条
一
項
が
反
映
さ
れ
、

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
そ
の
設
計
資
料
(
号

2
5
2
gzoロ
)
」
が

円、.己
ω
lゆ

条
の
適
用
を
受
け
る
旨
が
、

明
文
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

共
同
体
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
の
英
語
正
文
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
設
計
資
料
は
、
官
。

3
3
gミ
ハ
ぽ
包
恒
三

g
gユ
包
と
表
現
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
同
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
の
作
成
段
階
で

E
C
評
議
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
一
九
九

O
年
一
二
月
二
一
一
日
の
原
案
で
、
「
コ
ン

ビ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
至
る
ま
で
に
準
備
的
に
行
な
わ
れ
る
精
神
労
働
を
記
録
し
た
も
の
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
き
ず
に
人
聞
が
直
接
に
理
解
で
き
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
。

、~

'-

れ
に
は
、

こ
の
改
正
の
目
的
は
、

一
九
九
四
年

法
の
下
院
へ
の
報
告
者
に
よ
れ
ば
「
事
実
上
不
可
分
で
あ
る
対
象
物
に
、

あ
っ
た
。

二
通
り
の
法
制
が
存
在
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
」

で

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
八
四
年
以
来
、
著
作
権
法
上
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
(
胃
8
3
5
5
2
2民。
B
h
Z
5
5
)
で
は
な
く

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」

(Z
包
巳
巳
)
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
の
概
念
は
、

グ
ラ
ム
本
体
だ
け
で
な
く
設
計
資
料
を
も
含
む
概
念
で
あ
る
と
一
般
に
は
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
改
正
前
の
下

回忌
l

匂
条

一
項

の
解
釈
に
際
し
て
は
異
論
の
余
地
も
あ
っ
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
う
ち
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体
に
つ
い
て
は
同
条
項
が

適
用
さ
れ
て
使
用
者
に
権
利
が
帰
属
し
、
設
計
資
料
に
つ
い
て
は
原
則
通
り
従
業
者
に
権
利
が
帰
属
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
た



の
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
の
法
改
正
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
の
あ
い
ま
い
さ
を
解
消
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
人
ま
た
は
二
人
以
上
の
従
業
者
に
よ
る
創
作
で
あ
る
こ
と

円、
.
H
H
ω
l

∞
条

一
項
に
い
、
7
0
5立
oユ
と
は
、
職
務
発
明
に
関
す
る

F
・
2

H
l

斗
条
の
場
合
と
同
様
に
、
労
働
法
上
の
労
働
者
、
す
な

わ
ち
、
労
働
契
約
に
基
づ
き
使
用
者
に
対
す
る
従
属
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
者
の
こ
と
を
い
う
。

一
九
八
五
年
法
立
法
直
後
に
書
か

独
立
の
著
作
者
は
も
ち
ろ
ん
、
委
任
契
約
の
当
事
者
も
四
五
条
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

てれ
いた
るをコ
。メ

ン
タ

ノレ

も

625ソフトウェアの職務著作に関するフランス法

円、
.

H
H
ω
1

匂
条

一
項
の
法
文
上
は
「
被
用
者
」

(ゆ
自
立
o
ユ
)
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

「
従
業
者
」

(gzzm)
と
は
同
じ
意
味
に
解
し
う
る
こ
と
が
、
判
例
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院
一
九
九
二
年

六
月
一
五
日
判
決
は
ご
九
八
五
年
法
四
五
条
に
い
、
7
0
5旬
日

0
志
と
は
、
労
働
契
約
の
枠
内
で
使
用
者
と
法
的
な
従
属
関
係
に
あ
る

独
立
の
創
作
者
や
委
任
契
約
に
基
づ
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
者
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
」
と
判
示
し
泌
。

こ
れ
と
労
働
法
上
の
用
語
で
あ
る

者
を
い
う
。
従
っ
て
、

使
用
者
が
雑
で
あ
る
か
の
決
定
も
、
労
働
法
領
域
で
認
め
ら
れ
て
い
る
基
準
に
従
う
。
派
遣
労
働

(労
働
法
典

ヤ
H
N品
I
H

条
)
の
場

合
が
特
に
問
題
と
な
る
。
労
働
契
約
を
文
字
通
り
に
解
釈
し
て
派
遣
労
働
企
業
を
使
用
者
と
す
べ
き
と
の
見
解
と
、
経
済
的
実
態
に

即
し
て
派
遣
労
働
利
用
者
を
使
用
者
と
す
べ
き
と
の
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
職
務
発
明
を
め
ぐ
っ
て
も
同
様
に
争
わ

れ
て
い
る
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
者
が
、
そ
の
創
作
の
際
に
従
業
者
の
地
位
に
あ
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

パ
リ
大
審
裁
判
所

一
九
八
八
年
四
月

一
四
日
判
決
は
、
従
業
者
が
、
雇
用
さ
れ
る
前

円、
.

H

5

1
∞
条

一
項
は
、

九

八
五
年
以
前
の
法
に
よ
る
判
例
で
は
あ
る
が
、

に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
「
着
想
を
得
て
い
た
」
こ
と
を
主
張
し
た
だ
け
で
は
、
そ
の
者
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
き
著
作
権
を
主
張
で
き

な
い
と
し
た
。
事
案
は
、
一
九
八
三
年
一
月
に
情
報
処
理
担
当
部
長
と
し
て
雇
わ
れ
た
従
業
者
が
、
一
九
八
五
年
九
月
に
解
雇
さ
れ

る
ま
で
の
間
に
創
作
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
で
あ
る
。
判
決
は
ま
ず
、
こ
の
事
案
へ
の

一
九
八
五
年
法
四
五
条
一
項
の
適
用
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を
否
定
し
た
(
川
参
照
)
。
し
か
し
、
雇
用
さ
れ
る
前
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
「
着
想
を
得
て
い
た
」
と
い
う
従
業
者
側
の
主
張
を
退
け

つ
つ
、
創
作
は

「受
け
取
っ
た
給
与
の
主
要
部
分
と
対
価
関
係
に
あ
る
」
と
だ
け
示
し
て
、
財
産
的
権
利
の
黙
示
の
移
転
に
さ
え
言

其

及
す
る
こ
と
な
く
、
使
用
者
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
を
認
め
、
従
業
者
か
ら
の
「
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
」
支
払
請
求
を
退
け
た
。

塚

〈一

S
2
お
よ
び
戸

5
8
に
よ
る
大
審
裁
判
所
判
決
の
評
釈
(
註
訂
)
は
、

決
を
支
持
し
て
い
る
が
、
従
業
者
の
権
利
を
否
定
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
へ
の
何
ら
か
の
権
利
移
転
を
明
示
す
べ
き
で
あ
っ

一
九
八
五
年
法
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
判

長

た
と
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
判
決
は
、
雇
用
前
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
「
着
想
を
得
て
」

い
て
も
、
雇
用
後
に
そ
れ
を
完
成

とき
させ
れた
て場
い合
る霊に
。 lま

円、
.
H
H
ω
l
∞
条
一
項
の
適
用
が
あ
る
と
解
す
べ
き
根
拠
を
示
す
先
例
と
し
て
、
現
行
法
の
下
で
も
意
義
を
有
す
る

ω
職
務
の
執
行
の
結
果
、
ま
た
は
使
用
者
の
指
示
に
従
つ
て
な
し
た
創
作
で
あ
る
こ
と

「
職
務
の
執
行
の
結
果
」
と
い
う
要
件
が
想
定
す
る
の
は
、
従
業
者
で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
、
単
独
で
あ
る
い
は
他
の
従
業
者

と
共
に
、
労
働
契
約
に
よ
り
課
せ
ら
れ
た
職
務
と
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
創
作
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

円、
.

2

H

l

吋
条
の
場
合
で
い
え
ば
、
恒
常
的
な
発
明
任
務
に
基
づ
く
任
務
発
明
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

職
務
発
明
に
関
す
る

こ
れ
に
対
し
て
、
「
使
用
者
の
指
示
に
従
っ
て
」
と
い
う
要
件
は
、
例
え
ば
、
会
計
担
当
者
が
単
独
で
あ
る
い
は
他
の
従
業
者
と
共

に
会
計
シ
ス
テ
ム
の
制
作
に
携
わ
る
場
合
の
よ
う
に
、
専
門
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
な
い
従
業
者
が
、
使
用
者
の
指
示
に
従
っ
て
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
創
作
す
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

(刻
}

明
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、

円、
.

2

H
l

吋
条
の
場
合
で
い
え
ば
一
時
的
な
発
明
任
務
に
基
づ
く
任
務
発

一
九
九
四
年
の
改
正
で
、

共
同
体
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
二
条
三
項
に
合
わ
せ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
制
作
が
従
業
者
(
ら
)
に
よ
っ
て
自
発
的
に
行
な
わ
れ
、
使
用
者
の
指
示
が
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
場

合
は
ど
う
な
る
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
が
実
際
に
問
題
と
な
っ
た
判
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。



一
九
八
五
年
以
前
の
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る

M
V
R
F
2
事
件
で
は
、
従
業
者
が
、
業
務
処
理
の
た
め
自
作
し

た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
会
社
に
引
き
渡
す
こ
と
を
拒
ん
で
解
雇
さ
れ
、
解
雇
の
有
効
性
を
争
っ
た
。
こ
の
事
件
の
当
初
の
控
訴
院
判
決

で
は
、
「
企
業
の
従
業
者
が
一
人
で
、
企
業
か
ら
援
助
も
報
酬
も
受
け
ず
企
業
の
設
備

ま
ず
、

(
パ
リ
控
訴
院
一
九
八
二
年
一
一
月
二
日
判
決
)

627ソフトウェアの職務著作に関するフランス法

も
用
い
ず
に
、
会
計
責
任
者
と
し
て
の
本
来
の
職
務
外
で
開
発
し
た
会
計
処
理
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
従
業
者
に

帰
属
す
る
。
彼
が
そ
れ
を
職
務
上
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
会
社
へ
の
譲
渡
を
意
味
し
な
い
。
従
っ
て
、
自
作
の
い
く
つ
か
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
会
社
に
よ
る
複
製
に
反
対
し
、
そ
れ
を
家
に
持
っ
て
帰
っ
た
こ
と
は
、
解
雇
の
正
当
事
由
に
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
的
。
し

か
し
、
一
九
八
六
年
三
月
七
日
の
破
鍛
院
全
部
会
判
一
郎
に
よ
る
破
鍛
差
戻
後
の
控
訴
審
判
決
(
ア
ミ
ア
ン
控
訴
院
一
九
八
八
年
五
月
一
六

日
)
で
は
、
「
使
用
者
が
、
有
償
で
の
譲
渡
の
原
則
や
そ
の
方
法
に
つ
い
て
の
一
切
の
検
討
を
頑
な
に
退
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
自
身
に

帰
属
す
る
こ
と
に
固
執
し
て
無
償
で
の
引
渡
を
強
制
す
る
場
合
、
従
業
者
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
宅
に
持
っ
て
帰
っ
て
会
社
に
返
き
な

い
の
は
適
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
金
銭
的
対
価
な
く
複
製
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
こ
と
に
よ
る
解
雇
は
許
き
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
。

〈

Z
m
g同
お
よ
び
戸
戸
村
山
ω
(
註
幻
)
は
、
ア
ミ
ア
ン
控
訴
院
判
決
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
は
、
著
作
権
が
原
始
的
に
帰
属
し

な
い
場
合
で
も
、
対
価
と
引
き
換
え
に
譲
渡
を
要
求
で
き
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
こ
れ
は
魅
力
的
な
解
決
で
あ
る
が
、
現
行
法
上

は
許
き
れ
て
い
な
い
と
評
す
る
。

円、
.
H
H
ω
l
∞
条
一
項
に
は
、
職
務
発
明
の
場
合
の
「
権
利
が
帰
属
す
る
任
務
外
発
明
」
に
あ
た
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
な
く
、
従
業
者
が
そ
の
職
務
に
関
連
し
て
創
作
し
た
に
す
ぎ
な
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
|
特
許
法
に
な
ら
っ
て
い
え
ば
「
職

務
執
行
の
途
上
に
お
い
て
」
ま
た
は
「
企
業
活
動
の
範
囲
内
で
」
ま
た
は
「
企
業
に
特
有
の
技
術
あ
る
い
は
手
段
も
し
く
は
企
業
に

よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
知
つ
で
あ
る
い
は
使
用
し
て
」
創
作
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
公
正
な
対
価
と
引

換
に
帰
属
の
権
利
を
行
使
で
き
る
と
と
の
実
定
法
上
の
根
拠
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
戸

5
8
も
、
こ
れ
を
法
務
官
的
(
胃
常

0
1
2
5
)

(お
}

判
決
と
評
し
て
い
る
。

ま
た
、

一
九
八
五
年
法
四
五
条
一
項
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
好
意
的
な
拡
大
解
釈
を
示
し
た
判
例
が
あ
る
。
こ
の
事
件
(
パ
リ
控
訴
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院
一
九
八
七
年
一

O
月
二
九
日
レ
フ
ェ
レ
)
で
は
、
企
業
の
役
員
が
自
宅
で
勤
務
時
間
外
に
、
会
社
の
マ
イ
コ
ン
を
使
っ
て
研
究
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
し
た
。
役
員
は
マ
イ
コ
ン
を
会
社
に
返
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
所
有
権
を
主
張
し
、
そ
れ
が
入
っ
た
デ
ィ

ス
ク
を
返
さ
な
か
っ
た
。
控
訴
院
は
、

真

レ
フ
ェ
レ
で
簡
潔
に
デ
ィ
ス
ク
の
返
還
を
命
じ
た
。
理
由
と
し
て
は
、
彼
が
役
員
と
し
て
、

自
宅
労
働
の
分
も
含
め
て
一
括
払
の
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
評
者
の
う
ち
、
何
色
色
5
8
(註
ぬ
)
は
結
論
に

は
賛
成
す
る
が
、
判
決
が
報
酬
の
支
払
だ
け
を
根
拠
と
し
、

塚長

マ
イ
コ
ン
が
会
社
の
も
の
で
あ
る
こ
と
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
役
員
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
職
務

仕
事
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
〈
吉
川

wE
お
よ
び

F
5
8
(註
鈎
)
も
、

を
遂
行
し
や
す
く
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
、
雇
用
者
へ
の
帰
属
の
決
定
的
な
理
由
と
見
る
べ
き
だ
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
拡
大
解
釈
に
は
、
著
作
者
の
財
産
的
権
利
を
奪
う
規
定
は
で
き
る
だ
け
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
だ
と
い
う
批
判
も
あ
る

が
、
使
用
者
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対
す
る
支
配
を
で
き
る
だ
け
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
立
法
趣
旨
に
沿
う
も
の
と
し
て
、
支
持
す
る

者
が
多
(円。

川
一
九
八
六
年

一
月
一
日
以
降
の
創
作
で
あ
る
こ
と

一
九
八
五
年
七
月
三
日
法
の
効
力
発
生
は

一
九
八
六
年

一
月

一
日
で
あ
る
。
?
口
ω
l

ゆ
条
は
、
こ
の
日
以
降
に
創
作
き
れ
た
(
完

成
さ
れ
た
)
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。
同
条
が
既
往
の
法
律
関
係
に
遡
及
的
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は
な
い
。
こ
の
日

以
前
に
創
作
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
の
財
産
的
権
利
は
、
使
用
者
が
集
合
著
作
物
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
か
、
明
示
の

移
転
を
立
証
し
な
い
限
り
、
原
則
通
り
従
業
者
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
判
例
が
あ
弱
。
と
り
わ
け
、
従
業
者
た
る
情
報
処
理
技
術
者
が
制
作
し
、
企
業
が
利
用
・
販

売
し
て
い
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
エ

l
控
訴
裁
判
所
(
一
九
九
O
年
一
月
二

O
B
判
決
)
は
財
産
的
権
利
の
黙
示
の
移
転
(
前

述
)
を
認
め
た
が
、
破
鍛
院
(
一
九
九
二
年
一
二
月
一
六
日
判
決
)
は
こ
れ
を
覆
し
た
例
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
は
〕
九
八
四
年
に
作
ら
れ
一
九
八
五
年
法
四
五
条
(
法
典
「
己
ω
1
C

条
)
の
適
用
が
な
い
の
で
、
結
局
、
財
産
的
権
利
は
原
則
通
り



円、
.
H
H
H
I
H

条
に
従
っ
て
従
業
者
に
帰
属
し
、
使
用
者
は
円
、
.

H

2
1
ω

条
に
従
っ
て
権
利
の
移
転
を
e

証
明
す
る
し
か
な
い
と
さ
れ
た
。

一
九
八
六
年
一
月
一
日
か
ら
す
で
に
日
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
種
の
事
件
は
、
今
後
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

(2) 

効
果

629ソフトウェアの職務著作に関するフランス法

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
、
著
作
者
の
権
利
は
原
則
通
り
従
業
者
に
発
生
す
る
。
し
か
し
「
口
ω
1
∞
条
一
項
に
よ
り
、
「
反
対
の

旨
の
規
約
の
定
め
ま
た
は
約
定
が
あ
る
場
合
」
を
除
き
、
使
用
者
は
財
産
的
権
利
の
譲
受
人
の
資
格
を
持
学
こ
れ
は
一
種
の
強
制

譲
渡
(
法
定
譲
渡
)
で
あ
る
。
使
用
者
は
著
作
者
で
は
な
い
が
、
財
産
的
権
利
は
全
て
使
用
者
に
帰
属
し
て
い
話
。

譲
渡
の
対
象
と
な
る
の
は
、
全
て
の
財
産
的
権
利
で
あ
る
。
譲
渡
は
期
限
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
、
従
業
者
の
退
職

後
も
そ
の
効
果
は
続
く
。

こ
の
譲
渡
に
よ
り
、
従
業
者
に
は
給
与
の
他
に
特
別
の
報
酬
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
が
原
別
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
反
対

の
旨
の
規
約
の
定
め
ま
た
は
約
定
」
の
中
で
、
特
別
の
報
酬
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
吋。

な
お
、
「
口
ω
1
ゆ
条
一
項
の
「
規
約
の
定
め
ま
た
は
」
の
部
分
は
一
九
九
四
年
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
同
条
三
項
が
一

公
務
員
も
ま
た
、
自
ら
の
身
分
関
係
を
定
め
る
規
約
に
、

を
修
正
す
る
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

項
を
公
務
員
に
適
用
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
に
対
応
し
て
、

項

一 (3)
九
八
五
年
法
四
五
条

項

は

著
作
者
人
格
権

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
著
作
者
の
権
利
の
う
ち
財
産
的
権
利
が
使
用
者
に
帰
属
す
る
と
し

て
も
、
著
作
者
人
格
権
ま
で
も
が
帰
属
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
疑
義
の
生
ず
る
余
地
が
あ
っ
た
。
著
作
者
人
格
権
は
本
質
的
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に
譲
渡
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
同
条
項
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
帰
属
す
る
」
(
詠
g
Z
ω
)
と
い
う
文
言
が
使
用
者
は
権
利
を
承
継
取
得

す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
こ
と
を
根
拠
に
、
著
作
者
人
格
権
は
従
業
者
に
残
る
と
い
う
解
釈
が
で
き
、
反
対
に
、

「
著
作
者
に
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
権
利
」
と
い
う
文
言
を
、
著
作
者
人
格
権
を
も
含
む
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
同
法
四
六
条
(
一
九
九
二
年
以
降
は
法
典
「
H
N
H
占
条
)
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
l

従
業
者
が
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
と

否
と
を
間
わ
な
い
ー
の
著
作
者
人
格
権
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
は
「
反
対
の
約
定
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
著
作
者
は
、
譲
渡
し
た
権
利
の
限
度
内
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
翻
案
に
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、

修
正
ま
た
は
撤
回
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
定
め
て
い
た
。
「
譲
渡
し
た
権
利
の
限
度
内
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
翻
案
に
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
」
な
い
と
い
う
の
は
、
財
産
権
と
し
て
の
翻
案
権
を
他
人
に
移
転
し
て
い
る
場
合
に
は
、
著
作
者

人
格
権
に
基
づ
い
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
改
変
を
差
し
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
封
。

以
上
よ
り
、
仮
に
一
九
八
五
年
法
四
五
条
一
項
に
つ
き
著
作
者
人
格
権
は
従
業
者
に
残
る
と
い
う
解
釈
を
採
用
し
て
も
、
実
際
に

は
多
く
の
場
合
、
従
業
者
に
は
著
作
者
の
名
の
尊
重
に
関
す
る
権
利
と
公
表
権
が
残
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

共
同
体
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
は
著
作
者
人
格
権
に
は

一
切
言
及
せ
ず
、
著
作
者
人
格
権
の
取
扱
は
ベ
ル
ヌ
条
約
に
委
ね
た
。

こ
れ
を

受
け
て
、
一
九
九
四
年
改
正
後
の

円、.ロ
ω
l
∞
条
一
項
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
財
産
的
権
利
の
帰
属
の
み
を
定
め
る
も
の
に
改
め
ら
れ
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
創
作
し
た
従
業
者
が
、
原
則
通
り
有
す
る
こ
と
と

其塚長

上
述
し
た
解
釈
上
の
疑
問
は
消
滅
し
た
。
著
作
者
人
格
権
は
、

な
る
。と
こ
ろ
で
、

こ
の
と
き
円
、
.
H
N
M
l
吋
条
も
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
反
対
の
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

著
作
者
は
、
/
一
号
「
H
N
N
l
∞
条
二
号
に
定
め
る
権
利
(
筆
者
註
1
財
産
権
と
し
て
の
翻
案
・
変
形
権
)
の
譲
受
人
に
よ
る
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
改
変
に
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
改
変
が
著
作
者
の
名
誉
ま
た
は
声
望
を
害
す
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。
/
二
号
修
正
ま
た
は
撤
回
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
改
め
ら
れ
た
。
改
正
前
と
比
べ
る
と
、
翻
案
・



そ
の
場
合
で
も
「
著
作
者
の
名
誉
ま
た
は
声

「
反
対
の
約
定
」
が
著
作
者

変
形
権
の
移
転
の
た
め
改
変
に
反
対
で
き
な
い
場
合
の
要
件
が
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
、

望
を
害
す
る
」
改
変
は
許
き
れ
な
い
こ
と
|
ベ
ル
ヌ
条
約
六
条
の
二
第
一
項
l

が
明
示
さ
れ
た
。
な
お
、

に
不
利
な
も
の
(
「
著
作
者
の
名
誉
ま
た
は
声
望
を
害
す
る
」
改
変
に
さ
え
反
対
で
き
な
い
と
い
う
約
定
な
ど
)
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
要
件
の
下
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
者
た
る
従
業
者
が
改
変
に
反
対
し
う
る
場
合
は
、

に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
て
い
る
。

従
業
者
に
は
著
作
者
の
名
の
尊
重
に
関
す
る
権
利
と
公
表
権
が
残
る
が
、

現
実

後
者
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
四
年
法
の
法
案
の
上
院
へ

の
報
告
者
は
、

そ
の
職
務
を
(
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
)
承
認
す
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、

使

す

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

」

と

述

べ

て

い

る

。

実

際

上

意

味

が

あ

る

の

は

、

「
従
業
者
は
、

公
表
権
を
行

著
作
者
の
名
の
尊
重
に
関
す
る
権
利

そ
う
す
る
と
、

631ソフトウェアの職務著作に関するフランス法

だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(註

2
)

フ
ラ
ン
ス
知
的
財
産
法
典
の
法
律
の
部

(
3
2
5
F
R区
民
言
。
)
は
、
一
九
九
二
年
七
月
一
日
に
成
立
し
た

(FOH
ロ
o
S
l
g
ご
吉

τニ
ロ
三
兄

忌
お
ら

o
ど
C
5
2
5
S
)
。
同
法
典
の
第
一
編
(
亡
く
B
H
)
が
著
作
権
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
七
年
三
月
一
一
日
法

(
F
2
3
0
勾
1N
S

含
ロ
ヨ
ω
3
5勾
)
・
一
九
八
五
年
七
月
三
日
法

(FOH
ロ。∞
m
l
g
o
n
E
ど
C
2
2
5∞
印
)
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
法
を
、
個
々
の
条
文
の
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
統
廃
合
し
、
体
系
的
に
並
べ
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
法
は
、

一
九
五
七
年
法
を
こ
の
間
の
技
術
進
歩
に
対

応
す
る
よ
う
部
分
的
に
改
正
す
る
法
律
で
あ
り
、
以
後
、
フ
ラ
ン
ス
著
作
権
法
は
明
文
を
も
っ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
保
護
対
象
に
含
め
て
い
る
(
知

的
財
産
法
典
「
ロ
NIN条
一
三
号
)
。

フ
ラ
ン
ス
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
著
作
権
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
議
論
を
概
括
す
る
文
献
と
し
て
、
∞
m
W
2
3
ロ
P
〉
・
同
-
w

ト
偽
札
、
。
た
弘
、
Q
H
h
n
s
h
司、ミ

~sbMG-B
て。
&
S師、宮川凶
g
o
p
H
S
F
目

u
-
h
S
E
ω
・

(註

3
)

本
稿
で
参
照
し
た
条
文
の
訳
は
、
大
山
幸
房
訳
『
外
国
著
作
権
法
令
集
側
フ
ラ
ン
ス
編
』
紛
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
)
に
お

お
む
ね
依
拠
し
た
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
筆
者
が
修
正
を
加
え
た
。

著
作
者
の
権
利
の
う
ち
の
財
産
的
権
利
に
関
し
て
、
円
、
.HωHlω
条
一
項
や
円
、
.HωHlhF条
一
項
で
用
い
ら
れ
る
「
譲
渡
」

(
8
8
5コ
)
と
い
う
語

(註

4
)
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(註
5
)

(註
6
)

(註
7
)

(註

8
)

(註

9
)

(
註
叩
)

(
註
孔
)

(
註
ロ
)

(
註
日
)

(註
M
)

本
来
の
物
権
的
な
「
譲
渡
」
の
意
味
を
表
わ
す
他
、
債
権
的
な
「
利
用
権
の
設
定
」

(
8
3
8
8
Zロ
o
c
-
-
8
2
3
)
の
意
味
を
も
表
わ
す
場
合

が
あ
る
。

一
九
五
七
年
法
の
立
法
者
は
、
同
法
の
中
で
「
利
用
権
の
設
定
」
と
い
う
語
を
用
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
の
o
Z
B
σ
2
"
の
JMUさ
も
ミ
h刊誌

E

S
ミ
ミ
ミ
き
さ
ね
良
弘
、
三
珍

S
E
S
∞
。
芹
窓
口
3
・
5
2・℃・

NH吋一

F
c
s
p
p・
hu、
冬
立
舎
内
定
、
さ
さ

a
Q込
怠
室
内
v
U包
}ON

(の。
B
M氏
自
M
5
8
門
山
口
号
。
芹
)
L
S
F
3・
a
i芯
・
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
著
作
者
が
出
版
社
と
単
に
出
版
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
「
複
製
権
の
醸

渡
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
本
稿
で
は
、
本
来
の
意
味
の
譲
渡
を
表
す
と
き
だ
け
「
譲
渡
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
譲
渡

と
利
用
権
の
設
定
の
両
方
を
含
む
意
味
で
は
「
移
転
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
条
文
や
判
決
文
な
ど
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
原
文
通

り
と
す
る
。
な
お
、
日
本
で
は
、
著
作
権
の
譲
渡
(
六
一
条
)
と
著
作
物
の
利
用
許
諾
(
六
三
条
)
は
、
法
文
上
も
区
別
さ
れ
て
い
る
。

著
作
者
の
権
利
の
う
ち
、
著
作
者
人
格
権
は
著
作
者
の
一
身
に
専
属
し
、
譲
渡
で
き
な
い
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8
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後
述
す
る
よ
う
に
、
職
務
発
明
に
つ
い
て
は
知
的
財
産
法
典
?
∞
己
占
条
に
詳
細
な
規
定
が
あ
り
、
「
任
務
発
明
」
(
吉
S
E
5
5
含
ヨ
-g-oロ)

に
つ
い
て
は
特
許
を
受
け
る
権
利
の
使
用
者
へ
の
原
始
的
帰
属
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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ケ了

ス
と
し
て

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
皮
革
職
人
が
創
作
し
た
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
モ
デ
ル
(
フ
ラ
ン
ス
で
は
応
用
美
術
の
著
作
物

な
い
し
モ

i
ド
の
著
作
物
と
し
て
著
作
権
法
の
保
護
を
受
け
る
。
F
・
HHNIN条
一

O
号
お
よ
び
一
四
号
参
照
)
に
関
す
る
の
ω
8・
0

5
・
ロ
ミ
ユ
}

g
p
E
b
k
p
g
g
L
E
5
3・。・

H∞
品
一
為
M
U
H
S
m
L
F
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5
・
o
z・
虫
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窓
口
仲
・
近
時
の
も
の
と
し
て
、
臨
時
麗
い
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

撮
影
し
た
写
真
に
関
す
る

pa-τJ-〈・・
M
F
Nご
き
く
・

s
s
u
h-SK山
口
0・H
8・
5
3・。・

N
2・

詳
細
は
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
合
著
作
物
制
度
」
著
作
権
研
究
二
二
号
(
一
九
九
五
年
)
四
九
頁
以
下
を
参
照
。

吋
の
円
司
何
回
ユ
タ

ω由。
}
f
N吋
E
Z
H
U∞品一∞
Oの・

ω凶可
2
0
5
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ωω
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ωω
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-u・的・
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忌
∞
∞
一
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宅
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5
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w
D
o
g
-
。
・
也
丹
、
n
h
u
E∞
少
怠
・
円

F
H切吋也
H・
o
g・
冨
・
〈
一
〈
ω
2
2
〉・

FM』
gω
・
も
参
照
。

こ
の
判
決
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ゲ
ー
ム
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
め
た
本
の
出
版
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
個
々
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
と
も
か
く
、
そ
れ
ら
を
含
む
本
全
体
は
集
合
著
作
物
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
者
に
は
、
本
全
体
の
著
作
権
(
財
産
的
権
利
)

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
他
に
、
H，
OH
一E
Z
P
E
ω
3・
5
∞
∞
一
同
名
S
、5
2
5∞
p
u
-
z
p
h
n
N
u
z
g
w
怠
・
戸

F
H
m芯
yoσω
・
冨
・
〈
芝
ω
E
Z
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〈
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℃
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ω
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・
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-
L
W
M
怠
"
口
。
印
E
P
。
σ
ω
・
宮
・
〈
一
〈
ω
ロ
仲

良

k
p
・
F
5
2
も
あ
る
が
、
所
掲
の
資
料
に
よ
っ
て
も
詳
し
い
事
実
関
係
は
不
明
。

(
註
日
)

河
内
w
R
Y
』
o
s
u
o
-タ
O
勺・巳
f
u・s・

在
日
)
E
n
s
・

p
・
迂
蕊
t
n
s
s
a
h
u
ミ
司
法
位
向
止
段
、
ミ
高
ミ
ミ
窓
会
。
E
R
-
H
H
U
印

(
ロ
ミ
-
H
U
宏
)
・
ロ
D
a・

(
註
口
)

同
h弓円以
0
1
』
o
-
E
。

F
。
匂
・
巳
7
匂・芯・

(
註
時
)

同
釦
句
。
。
ユ
】
o
s
u
o
-
ω
・
0
U
・
巳
門
-
w

匂・合・

(
註
日
)
た
だ
し
、
職
務
発
明
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
は
な
く
、
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

(
註
却
)
』
O
の
開
口
。
F
H
N
N
¥
お
L
斗

B
巴
S
U
H
・
同
L
S
h
E
ロ
〈
・
5由
N
"
ロ
o
H
E
-
H
U
・
8
p
h
n
N
U
H申
2・

HHH
・
2
H
∞
∞
・
紹
介
、
ロ
イ
ド

・
エ
パ
ン
ス
/
加
藤
・

西
国
・
長
谷
川
法
律
事
務
所
(
訳
)
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
護
に
関
す
る
開
の
指
令
に
つ
い
て
の
覚
書
(
上
・
下
こ
国
際
商
事
法
務

二
O
巻
七
号
七
八
七
頁
、
二

O
巻
八
号
九
四
五
頁
。

(
註
幻
)
F
OH
20
2
1
ω
m
H
仏

C
H
O
B
巴
忌
宏
(』OHH)・

(
註
幻
)
回
。
ュ

E
E・
0も
-
Q.F・同
y

品
∞
品
・
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
著
作
権
法
上
の
著
作
物
の
例
示
規
定
で
あ
る

HF
H
H
N
l
M
条
も
一
九
九
四
年
法
に
よ
り
改
正
さ

れ
、
そ
の
日
号
に
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
そ
の
設
計
資
料
を
含
む
」
と
明
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
註
幻
)
同
州
否
。
・
盟
問
ロ
O
D

ハロ
O
の
・
〉
Z
ロ
。叶MAP-H∞
D
O
J
、・
5匂
ω
"
。
・
5
・

(註

M
)

回
0
3
3
ロ
門
戸
§
-
Q
.
F
-
U
・
品
∞
品
・

(
註
お
)
F
5
8
・
§
・
2.
H
・
2
0
Z
H
m)
"
ミ
ロ
・

(
註
お
)

L
S
礼
子
ロ
。
ロ
・
吟
社
'
H
F
S
H
-
叫
条
は
以
下
め
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
「
発
明
者
が
従
業
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
従
業
者
に
と
っ
て
よ
り
有

利
な
契
約
上
の
規
定
が
な
い
と
き
に
は
、
工
業
所
有
権
を
得
る
権
利
は
下
記
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
/
一
項
従
業
者
が
、
そ
の
現
実
の
職

務
に
対
応
す
る
発
明
任
務
を
包
含
す
る
労
働
契
約
、
ま
た
は
明
示
的
に
課
さ
れ
た
調
査
お
よ
ぴ
研
究
の
執
行
の
結
果
な
し
た
発
明
は
、
使
用
者
に

帰
属
す
る
。
そ
の
よ
う
な
発
明
の
創
作
者
で
あ
る
従
業
者
が
追
加
報
酬
を
享
受
す
る
条
件
は
、
労
働
協
約
、
企
業
協
定
お
よ
び
個
別
の
労
働
契
約

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
(
以
下
省
略
)
/
二
項
上
記
以
外
の
す
べ
て
の
発
明
は
従
業
者
に
帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
従
業
者
が
、
そ
の
職
務
執
行
の
途

上
に
お
い
て
、
ま
た
は
企
業
活
動
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
ま
た
は
企
業
に
特
有
の
技
術
あ
る
い
は
手
段
も
し
く
は
企
業
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ

l
タ

を
知
っ
て
あ
る
い
は
使
用
し
て
な
し
た
発
明
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
お
よ
び
期

聞
の
範
囲
内
で
、
そ
の
従
業
者
の
発
明
を
保
護
す
る
特
許
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
の
所
有
ま
た
は
そ
の
享
受
を
、
自

ら
に
帰
属
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
。
(
以
下
省
略
)
」
条
文
の
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
た
だ
し
、
特
許
庁
訳
・
編
『
外
国
工
業
所
有
権
法
令
集
』
〉
弔
冨
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ωω"
。kv・のと・
(DO公
W
H
e
w
ロ。

ωH
・

フ
ラ
ン
ス
法
上
の
著
作
者
人
格
権
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
円
、
.HNH
t
H条
(
一
九
五
七
年
法
六
条
)
一
項
は
「
著
作
者
は
、

の
名
、
そ
の
資
格
お
よ
び
そ
の
著
作
物
の
尊
重
を
要
求
す
る
権
利
を
享
有
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
れ
は
日
本
法
で
い
え
ば
、
お
お
む
ね
氏
名
表
示

権
と
同
一
性
保
持
権
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
円
、.HNH
lN条
(
一
九
五
七
年
法
一
九
条
)
一
項
は
「
著
作
物
を
公
表
す
る
権
利
は
、
著
作
者
の
み
が

有
す
る
。
(
以
下
略
ご
と
定
め
る
。
こ
れ
は
、
日
本
法
の
公
表
権
に
相
当
す
る
。
き
ら
に
、
戸
-HNHl
品
条
(
一
九
五
七
年
法
三
二
条
)
は
「
著
作
者

は
、
そ
の
利
用
権
の
譲
渡
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
著
作
物
の
発
行
の
後
で
あ
っ
て
も
、
譲
受
人
に
対
し
て
修
正
ま
た
は
撤
回
の
権
利
を
事
有
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
権
利
は
、
そ
の
修
正
ま
た
は
撤
回
が
与
え
る
こ
と
の
あ
る
損
害
を
あ
ら
か
じ
め
譲
受
人
に
賠
償
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
の
み
、

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
以
下
略
)
」
と
定
め
る
。
こ
の
「
修
正
権
/
撤
回
権
」
を
著
作
者
人
格
権
と
し
て

一
般
に
認
め
る
規
定
は
日
本
法
に

は
な
い
が
、
著
作
権
法
八
四
条
三
項
は
、
出
版
権
に
関
し
て
撤
回
権
と
同
趣
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。

そ

同州目。
HU・回目関口。
P
o
u
-
n
-
f
。.同匂-

Hσ
片目・・同)・

N0・

Fcnωωwohv・
町長・(ロ
O円。

一ミ)匂ロ。

ωN・

河川同宮)
・
・『。
-一σ
0日ω一一口。の・

ω品川口
hwF
ロ。

ωHHW
町内定円・

一戸山一
Y
F
℃・

ω0
・
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一一、

日
本
法
と
の
比
較

長

制
定
の
経
緯
に
つ
い
て

日
本
の
現
行
著
作
権
法
は
、
制
定
当
初
よ
り
、
職
務
著
作
一
般
に
つ
い
て
使
用
者
を
著
作
者
と
擬
制
す
る
規
定
を
有
し
て
い
た
(
一

九
八
五
年
改
正
前
の
著
作
権
法
一
五
条
、
現
同
条
一
項
)
。
著
作
権
法

一
五
条

一
項
は
、
伝
統
的
著
作
物
を
含
む
全
て
の
職
務
著
作
に
つ
い

て
、
「
工
業
所
有
権
的
」
な
解
決
ー
と
い
う
よ
り
も
、
特
許
法
三
五
条
に
比
べ
さ
ら
に
使
用
者
に
有
利
な
解
決
ー
を
も
た
ら
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
職
務
著
作
の
規
定
(
一
五
条
二
項
)
は
、
一
九
八
五
年
に
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作

一
五
条

一
項
の
要
件
を
緩
和
す
る
形
で
新
設
さ
れ
た
。

1 
権
法
に
よ
る
保
護
が
明
文
で
定
め
ら
れ
た
際
に
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
い
う
特
殊
な
著
作
物
の
職
務
著
作

既
存
の
法
制
で
は
満
足
な
解
決
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、

一
九
八
五
年
法
で
初
め
て
「
工
業
所
有
権
的
」
な
解
決
を
導
入

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
著
作
権
法
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
特
殊
視
は
、
前
述
し
た
著
作
者
人
格
権
の
制
限
に
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。

著
作
物
の
改
変
に
反
対
す
る
権
利
が
制
限
さ
れ
る
理
由
は
、
「
一
九
八
五
年
法
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
絵
画
よ
り
自
動
車
に

近
い
と
さ
れ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
と
は
相
当
に
異
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

に
つ
い
て
、

2 

解
釈
に
つ
い
て

(1) 

著
作
権
法
一
五
条
二
項
に
い
う
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体
以
外
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(
例
え
ば
ブ
ロ
ー
チ
ャ
l



ト
等
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
い
う
と
こ
ろ
の
設
計
資
料
)
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
封
。
こ
の
解
釈
は
著
作
権
法
二
条
一
項
一

O
号
の
こ
に
よ

り
裏
付
け
ら
れ
る
。
設
計
資
料
は
図
形
の
著
作
物
等
に
な
る
が
、
一
五
条
一
項
の
「
公
表
」
の
要
件
を
後
述
の
よ
う
に
拡
大
解
釈
す

る
限
り
、
同
条
項
に
よ
り
使
用
者
が
著
作
者
と
擬
制
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体
と
取
扱
は
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
設
計
資
料
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
知
的
財
産
法
典

「
己
ω
l
∞
条
一
項
が
設
計
資
料
に
適
用
さ
れ
な
い
と
、
著
作
者
の
権
利
の
帰
属
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体
と
異
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
。
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ω
日
本
で
は
、
著
作
権
法
一
五
条
二
項
に
い
う
「
法
人
等
」
や
「
従
業
者
」
は
労
働
契
約
の
当
事
者
に
限
定
き
れ
ず
、
契
約
関

係
は
委
任
契
約
や
請
負
契
約
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
間
に
実
質
的
な
指
揮
監
督
関
係
が
あ
れ
ば
同
条
項
適
用
の
余
地
が
あ
る
と
解
す

る
学
説
も
有
力
で
あ
る
。

一
方
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
?
ロ
ω
l
匂
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
関
係
は
労
働
法
上
の
労
働
契
約
関
係
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
、
異
論
は
な

い
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
厳
格
に
解
釈
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
職
務
発
明
の
場
合
と
同
様
に
解
さ
れ

る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
五
条
二
項
の
新
設
の
際
に
は
、
同
条
一
項
か
ら

「
公
表
」
要
件
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
著
作
権
審
議
会
第
六
小
委
員

会
の
中
間
報
告
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
職
務
著
作
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
一
五
条
(
現
一
項
)
で
解
決
可
能
で
あ
る
が
、
「
公
表
」
要

件
に
つ
い
て
は
立
法
的
対
応
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
を
受
け
て
、
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
封
。
問
委
員
会
は
こ
の
結
論
に
至
る

過
程
で
、
「
公
表
」
要
件
を
「
実
際
に
世
の
中
に
法
人
名
義
で
公
表
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
仮
に
公
表
さ
れ
る
と
す
れ
ば
法
人
の
名
義

で
公
表
さ
れ
る
性
格
の
も
の
も
含
ま
れ
る
」
と
解
釈
す
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
未
公
表
の
場
合
に
つ
い
て
も
要
件
は
満
た
さ
れ
る
と

(ω) 

述
べ
て
い
る
。
こ
の
拡
大
解
釈
は
、
新
潟
鉄
工
事
件
(
第
一
審
東
京
地
判
昭
和
六
O
年
二
月
一
三
日
判
時
二
四
六
号
二
三
頁
・
控
訴
審
東

(3) 
京
高
判
昭
和
六

O
年

一
二
月
四
日
判
時
一
一
九
O
号
一
四
三
頁
)
と
、

そ
れ
以
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
の
帰
属
が
著
作
権
法

一
五
条
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(
現
一
項
)

の
適
否
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
た
判
例
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
「
公
表
」
要
件
を
有
す
る
集
合
著
作
物
制
度
に
よ
っ
て
、

公
表
を
予
定
し
な
い
こ
と
の
多
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ

真

ア
を
規
律
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、

一
方
で
、
集
合
著
作

一
九
八
五
年
法
四
五
条
一
項
が
制
定
き
れ
る
に
至
っ
た
。

塚

物
の
「
公
表
」
要
件
を
拡
大
解
釈
す
る
と
い
う
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
集
合
著
作
物
の
主
張
の
た
め
に
は
、

多
数
の
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与
(
執
筆
担
当
分
な
ど
)
に
つ
い
て
の
み
創
作
的
に
関
与
し
、
著
作
物
全
体
の
形
成
に
つ
い
て
は
創
作

的
に
関
与
し
な
か
っ
た
と
い
う
困
難
な
立
証
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
た
上
で
「
公
表
」
要
件
だ
け
が
問
題
と
な
る
こ
と

長

は
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

ω
著
作
権
法
一
五
条
二
項
は
、
当
事
者
間
の
特
約
を
留
保
し
て
、
従
業
者
が
職
務
上
創
作
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
者
は
「
法

人
等
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
条
一
項
の
場
合
同
様
、
こ
れ
は
「
法
人
等
」
が
著
作
行
為
を
な
し
た
か
ら
で
は
な
く
、

法
が
「
法
人
等
」
を
著
作
者
と
擬
制
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
擬
制
で
あ
る
に
し
ろ
、
一
五
条
二
項
に
よ
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
著
作
者
人
格
権
を
も
含
め
た
全
て
の
権
利
が
、
「
法
人
等
」
に
原
始
的
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
や
は
り
当
事
者
間
の
特
約
を
留
保
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
の
財
産
的
権

利
が
使
用
者
に
譲
渡
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
法
人
が
著
作
者
で
あ
る
と
擬
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
著
作
者
人
格
権

は
従
業
者
に
残
る
。
た
だ
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
財
産
的
権
利
を
移
転
し
た
場
合
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
円
滑
な
利
用
の
た
め
に
、

著
作
者
人
格
権
が
広
汎
な
制
限
を
受
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
も
、
職
務
上
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
創
作
し
た
従
業
者
は
給
与
以
外
に
追
加
報
酬
を
受
け
る
も
の
と
は
さ
れ
て
い

日
本
に
お
い
て
は
従
業
者
は
著
作
者
で
さ
え
な
い
た
め
、
こ
の
点
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、

も
追
加
報
酬
の
特
約
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
る
。

な
お
、

戸、、‘

。

4
h
d
i
v
 

い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
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(
註
お
)
昭
和
六

O
年
法
律
第
六
二
号
、
一
九
八
六
年
一
月
一
日
施
行
。
な
お
、
昭
和
六

O
年
法
律
第
六
二
号
附
則
二
条
参
照
。

(
註
何
)
同
ω
2
y
∞
釘
ロ
o
p
。
℃
・
立

f
H
V℃
-
H
U
I
N
C
・

(
註
幻
)
中
山
信
弘
『
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
法
的
保
護
〔
新
版
〕
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
)
五
三
頁
。

(
註
日
)
半
田
正
夫
吋
著
作
権
法
概
説
〔
第
六
版
〕
』
(
一
粒
社
、
一
九
九
二
年
)
七

O
頁
、
中
山
前
掲
書
六

O
頁
、
紋
谷
暢
男
「
職
務
上
の
創
作
に
つ
い

て
」
コ
ピ
ラ
イ
ト
三
二
巻
七
号
(
一
九
九
二
年
)
四

l
五
頁
。
反
対
、
半
田
正
夫
・
紋
谷
暢
男
編
『
著
作
権
の
ノ
ウ
ハ
ウ
〔
新
装
第
四
版
〕
」
(
有

斐
閣
、
一
九
九

O
年
)
六
八
頁
〈
斉
藤
博
担
当
部
分
〉
。
フ
リ

l
写
真
家
と
雑
誌
製
作
会
社
の
関
係
に
つ
き
一
五
条
一
項
の
適
用
を
否
定
し
た
例
と

し
て
、
東
京
地
判
平
成
五
年
一
月
二
五
日
判
時
一
五

O
八
号
一
四
七
頁
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
観
光
写
真
事
件
)
。

(
註
臼
)
『
著
作
権
審
議
会
第
六
小
委
員
会
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
係
)
中
間
報
告
』
(
一
九
八
四
年
一
月
一
九
日
)
四
一
頁
。

(註

ω)
同
三
九

l
四
O
頁。

(
註
臼
)
名
古
屋
地
判
平
成
七
年
三
月
一

O
日
判
時
一
五
五
四
号
一
三
六
頁
(
在
庫
管
理
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
事
件
)
、
東
京
地
判
平
成
七
年
一

O
月

三
O
日
判
時
一
五
六

O
号
二
四
頁
(
シ
ス
テ
ム
サ
イ
エ
ン
ス
事
件
)
。

(
註
臼
)
半
目
前
掲
啓
六
九
頁
。
反
対
の
趣
旨
と
患
わ
れ
る
も
の
に
、
紋
谷
前
掲
論
文
九
頁
、
森
美
樹
「
法
人
著
作
物
の
意
義
と
企
業
秘
密
資
料
の
社
外

持
ち
出
し
に
業
務
上
横
領
罪
が
成
立
し
た
事
例
〈
判
例
研
究
九
五
〉
」
特
許
管
理
三
六
巻
二
一
号
(
一
九
八
六
年
)
一
四
八
九
頁
。

お
わ
り
に

フ
ラ
ン
ス
知
的
財
産
法
典
ヤ
ロ
ω
l
∞
条
一
項
に
よ
り
、
職
務
上
創
作
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(
日
本
と
違
い
設
計
資
料
を
含
む
)
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
財
産
的
権
利
が
従
業
者
か
ら
使
用
者
に
自
動
的
に
譲
渡
き
れ
る
。
著
作
者
人
格
権
は
従
業
者
に
残
る
が
、

円
-
H
N
H

4
条
一
項
に
よ
り
、
従
業
者
は
、
自
己
の
名
誉
ま
た
は
声
望
が
害
さ
れ
る
場
合
以
外
は
、
使
用
者
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
改
変
に

反
対
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
公
表
権
に
つ
い
て
も
、

日
本
法
一
八
条
二
項
の
よ
う
な
明
文
こ
そ
な
い
が
、

財
産
的
権
利
の
使
用
者



琴 640

へ
の
譲
渡
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
、
従
業
者
の
公
表
権
を
空
洞
化
す
る
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
著
作
者
の
名
の
尊
重
に

関
す
る
権
利
だ
け
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
結
果
と
し
て
、
日
本
と
同
様
の
解
決
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
物

の
職
務
著
作
の
規
律
が
、
そ
れ
以
外
の
著
作
物
の
場
合
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
集
合
著
作
物
制

度
の
厳
格
な
運
用
や
、
一
九
八
五
年
法
施
行
以
前
に
お
い
て
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
さ
え
黙
示
の
移
転
の
理
論
を
認
め
な
い

破
鍛
院
の
態
度
(
註
刊
の
判
例
参
照
)
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
物
は
あ
く
ま
で
特
殊
な
も
の
と
し
て
、
既
存
の
著

作
権
法
体
系
に
で
き
る
だ
け
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ぬ
よ
う
な
形
で
、
著
作
権
法
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
日
本
で
は
、
著
作
権
法
一
五
条
ニ
項
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
条
一
項
に
よ
り
、
職
務
著

ど
ん
な
古
典
的
な
著
作
物
で
あ
っ
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
同
様
に
使
用
者
が
著
作
者
と
擬
制
さ
れ
、
財
産
的
権
利
と
著
作

真塚長

作
の
場
合
は
、

者
人
格
権
の
双
方
を
手
中
に
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
円
、
.
H
H
H
l
H

条
三
項
の
よ
う
な
明
文
を
欠
く
日
本
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
避
け
ら
れ

な
い
帰
結
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
は
こ
の
解
決
に
は
違
和
感
を
禁
じ
え
な
い
。

さ
ら
に
近
年
、
一
項
に
の
み
存
在
す
る
「
公
表
」
要
件
が
拡
大
解
釈
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
拡
大
解
釈
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
そ

の
設
計
資
料
に
関
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
こ
の
解
釈
が
他
の
種
類
の
著
作
物
に
も
及
ん
で
い
く
と
す
れ
的
、
そ

れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
護
を
著
作
権
法
に
委
ね
た
こ
と
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
示
す
一
つ
の
例
と
な
ろ
う
。

(
註
臼
)
大
阪
地
判
平
成
四
年
四
月
三

O
日
知
的
裁
集
二
四
巻
一
号
二
九
二
頁
(
丸
棒
矯
正
機
事
件
)
は
こ
の
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
事

案
は
機
械
の
設
計
図
に
関
す
る
も
の
。


